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就学相談について（後編）

第1部

町田市教育委員会

教育センター就学相談担当

第１部の内容

• 就学相談とは

• 就学相談の流れ

• 就学に関する制度のご案内

• 学びの場の紹介

• 就学後の相談、進路について

後
編

通学区域緩和制度（ 入学時学校選択 ）

指定校以外の学校を希望できる制度です。

• 指定校（通学区域）は住所によって指定

• ４月に入学する新１年生のみが対象

• ８月上旬頃 学務課から案内と申請用紙が各家庭に
送付され、１０月上旬頃 締切（厳守）

※「資料４ 通学区域緩和制度・就学時健康診断について」をご参照ください。
※通常の学級の指定校はまちだ子育てサイトでご確認ください。
ホーム＞年齢からさがす＞小・中学生＞通学、入学、転校

＞私立小・中学校の通学区域（学区）

※ご希望の方は、就学相談の進捗状況に関わらず、
締切までに申請してください。

「資料１ 通学区域特別支援学級指定校早見表」の見方

＜例＞町田第三小学校の通学区域にお住まいの方

通常の学級 →町田第三小学校

知的障がい学級 →町田第一小学校又は町田第五小学校又は

本町田小学校の３校が指定校（３校から選択）

自閉症・情緒障がい学級→町田第一小学校又は本町田小学校の

２校が指定校（２校から選択）

特別支援学級の指定校

小学校 特別支援学級

指定校 知的障がい 自閉症・
情緒障がい

肢体不自由

町田第三小 町田第一小
町田第五小
本町田小

町田第一小
本町田小

町田第六小

※「資料１ 通学区域特別支援学級指定校早見表」をご参照ください

特別支援学級の指定校への入学→緩和制度の申請は不要

• 申請できる学校

→受入れ枠がある学校

→地域で限定

• 通常の学級と特別支援学級は、各１校ずつ申請可能

• 辞退可（入学前まで）

• 入学後は、指定校への変更はできません

• 通学費の補助はありません

※「資料４ 通学区域緩和制度・就学時健康診断について」をご参照ください。

通学区域緩和制度の留意点

詳しくは、ご家庭に郵送される案内をご確認ください。
（８月上旬ごろに学務課より送付）

• 例年１１月中に実施。

• 健康診断を受診する学校は、住所による学区の

小学校（通常の学級の指定校）

• 健康診断を受診した小学校以外に入学する場合、

受診の記録は入学先の小学校に引き継がれます。

• 通常学級の指定校ではなく、就学を希望する学校で
受診したい場合は、受診校を変更することができま
す。保健給食課に必ずご連絡ください。

就学時健康診断

※「資料４ 通学区域緩和制度・就学時健康診断について」をご参照ください。

詳しくは、ご家庭に郵送される案内をご確認ください。
（９月末～１０月初旬に保健給食課から送付）
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切れ目のない支援のために

お子さんや保護者方の希望、願いを踏まえて、

資料を作成し、引き継いでいきます。

・作成と活用は、保護者の方と共に考え、進めていきます。

小学校
幼稚園
保育園 等

就学支援シート 学校生活支援シート

中学校

就学支援シート

• お子さんの情報を就学相談によらず、小学校に

引き継ぐための資料です。

• 就学相談を受ける、受けないにかかわらず、

希望する方が作成できます。

• お子さんの様子や、幼稚園・保育園、療育機関や

家庭で大切にしてきたこと、小学校に引き継ぎたい

ことを記入します。

• 保護者・幼稚園・保育園、療育機関が連携しながら、
作成します。

• 11月頃に幼稚園・保育園から配布、１月までに作成。

学校生活支援シート（個別の教育支援計画）

• 本人や保護者の希望・願いを踏まえて、教育、保健・
医療、福祉等が連携し、お子さんを支援していくため
の資料です。

• 小学校入学から中学校卒業までの学齢期の間を

引き継ぎます。

• 作成と活用は、保護者の了解を得て、就学支援シー
ト等も参考に、学校と共に考えて、進めていきます。

• 特別支援学級に在籍、又は通級指導（サポートルー
ムを含む）をうけるお子さんは、全員作成し、活用し
ていきます。

第１部の内容

• 就学相談とは

• 就学相談の流れ

• 就学に関する制度のご案内

• 学びの場の紹介

• 就学後の相談、進路について

後
編

① ② ③

学
び
の
場

通常の学級と併せて

通級指導学級 特別支援学級
特別支援学校
（都立）

学
級
種
別

ひとみの教室（弱視）
きこえの教室（難聴）
ことばの教室

（言語障がい）
サポートルーム

知的障がい
自閉症・情緒障がい
肢体不自由

視覚障がい
聴覚障がい
知的障がい
肢体不自由
病弱

通常の学級以外に、
次のような場があります

①通級指導学級とは

• 通常の学級に在籍、通常の学級での学習に
おおむね参加できる児童が対象

• それぞれの特性にあわせて週１～２回程度
の個別指導又は小集団指導

• 指導時間は１回あたり１～２時間程度

• 指導担当教員が児童の在籍の小学校へ
訪問して行います。
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通級指導学級の留意点

複数の種別の通級指導
学級の併用不可

特別支援学級の児童は
対象となりません

指導の曜日・時間は
指導校が決定します

通常の授業を抜けた分の
補習はありません

就学相談において、検討結果が

通級指導学級となった場合のみ、

入級することができます

②特別支援学級とは
• 通常の学級の集団一斉学習への参加が

難しく、特別な支援を必要な児童生徒が対象

• それぞれの状態や特性に応じて、よりきめ細
かな教育を行います。

• １学級あたり最大８名

特別支援学級も
住所によって通学区域の
指定があります

③特別支援学校とは

• 「障害による学習上又は生活上の困難を克服し

自立を図るために必要な知識技能を授けることを

目的とする。」（学校教育法第７２条より）

• 学校生活上の特別な援助や配慮が必要なお子さんに
対し、よりきめ細やかな教育を行います。

③特別支援学校とは

＜都立町田の丘学園＞

・知的障害教育部門（相原町、小山町、小山ヶ丘以外の地域）

・肢体不自由教育部門（町田市内全域）

＜都立八王子西特別支援学校＞

・知的障害教育部門（相原町、小山町、小山ヶ丘）

＜その他＞ 盲学校、ろう学校 等

都立学校であるため、町田市の就学相談後に、
東京都教育委員会による就学相談を経て入学となります。

特別支援学校在籍のお子さんが、お住まいの
地域の公立小・中学校との交流を通じて

地域とのつながりを図る制度です。
※指定校の通常の学級に副次的な籍を置き、 「副籍」と呼びます。

副籍制度について

自
宅

通学交流

特別支援学校（在籍校）指定校（交流）

副籍

お便りの交換
授業・行事参加

※「資料５ 副籍制度のお知らせ（特別支援学校）」をご参照ください。 ※「資料５ 副籍制度のお知らせ（特別支援学校）」をご参照ください。

副籍制度の留意点

特別支援学校に在籍する
全児童・生徒が対象

交流の内容は保護者の希望を
もとに、在籍校・地域指定校との
間で相談し決定

？
？

学校便り

住所による地域指定校の
通常の学級との交流

直接交流を行う際は、

保護者の付き添いが必要
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第１部の内容

• 就学相談とは

• 就学相談の流れ

• 就学に関する制度のご案内

• 学びの場の紹介

• 就学後の相談、進路について

後
編

通級の退級、転籍、転学

※通級は目標を

達成すると退級

特別支援
学級

サポートルーム

ことばの教室

きこえの教室

ひとみの教室

転
籍
転
学

通常の学級と
併せて
通級指導学級

知的障がい

自閉症・
情緒障がい

肢体不自由

特別支援
学校

知的障害

肢体不自由

特別支援学校
（盲学校）

特別支援学校
（ろう学校）

→在籍する学校へご相談ください。

転
学

中学校への進学
通級指導学級の利用や特別支援学級・特別支援学校への入学は
進学相談を受ける必要があります。

→在籍する小学校へご相談ください。

特別支援
学級

サポートルーム

難聴

通常の学級

と併せて通級
指導学級

知的障がい

肢体不自由

特別支援
学校

知的障害

肢体不自由

特別支援学校
（盲学校）

特別支援学校
（ろう学校）

自閉症・
情緒障がい

進
学
相
談
会

義務教育以降の進路

• 中学校（義務教育）卒業以降

• 町田市立中学校特別支援学級 卒業生進路状況

高等学校 高等学校
定時制

専修学校

各種学校

高等学校
通信制

特別支援
学校高等部
（普通科）

特別支援
学校高等部
（就業技術科、
職能開発科）

年度

都立特別
支援学校
（普通科）

都立特別
支援学校

（就業技術科、
職能開発科）

都立
高等学校

私立

（高校、専修、
各種学校）

その他 合計

2018 34 19 3 15 2 73

2019 20 19 2 28 2 71

2020 25 20 2 28 1 76

2021 20 22 5 30 2 79

2022 30 18 6 28 3 85

特別支援学校に就学した場合

• 小学部～高等部にかけて

・特別支援学校での内部進学

（相原町、小山町、小山ヶ丘にお住まいの場合、

高等部普通科は南多摩地区特別支援学校（仮称）

が指定校）

・状況や課題の変化による特別支援学級への転籍

• 高等部卒業後の進路

多くの生徒が就労を目指します。

すべてのお子さんの

特別支援教育の目標

自 立

社会参加
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資料は、まちだ子育てサイトに
掲載されています

町田市教育委員会 教育センター就学相談担当

一人一人が

輝く未来になりますように
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